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TOPICSTOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

深
谷
市
消
防
団
新
役
員
紹
介

問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
０
０
）

新
庁
舎
建
設
工
事
の
工
事
請
負
契
約
を
締
結

問
い
合
わ
せ　
新
庁
舎
建
設
推
進
室
（
う
５
０
１
‐
２
６
１
０
）

と
き
　
７
月
８
日
㈰
開
場
午
後
１
時
〜

（
後
援
会
設
立
総
会
＝
午
後
１
時
30
分

〜
、記
念
講
演
会
＝
午
後
２
時
〜
３
時
）

と
こ
ろ
　
深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※
付
近
の
駐
車
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
車
で
お
い
で
の
際
は
乗
り
合
わ

せ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
入
場
券
配
布
】

と
き
　
６
月
24
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
深
谷
市
民
体
育
館
（
本
住
町

17
‐
２
）

配
布
枚
数
　
先
着
３
０
０
枚
（
１
人
４

枚
ま
で
）
※
６
月
25
日
㈪
以
降
は
、
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
配
布
し
ま

す
。
無
く
な
り
次
第
終
了
。

『
村
岡
桃
佳
後
援
会
』
設
立
総
会

お
よ
び
記
念
講
演
会

『
紫し

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

』
受
章

　
今
回
の
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

活
躍
を
受
け
て
、
平
成
30
年
春
の
褒
章

で
村
岡
桃
佳
さ
ん
が
紫
綬
褒
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　
深
谷
市
新
庁
舎
建
設
工
事
の
施
工
業

者
を
決
め
る
一
般
競
争
入
札
を
実
施

し
、
５
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
30

年
深
谷
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
の
議
決

を
経
て
、
次
の
通
り
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

受
注
者

古
郡
・
鈴
木
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

【
代
表
構
成
員
】

深
谷
市
稲
荷
町
２
丁
目
10
番
６
号

　
古
郡
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
古ふ

る

郡こ
お
り

栄え
い

一い
ち

【
構
成
員
】

深
谷
市
仲
町
８
番
19
号

　
株
式
会
社
鈴
木
工
務
所

　
代
表
取
締
役
　
鈴す

ず

木き

弘ひ
ろ

彦ひ
こ

契
約
金
額

 
72
億
９
０
０
０
万
円
（
税
込
）

工
期

　
５
月
９
日
〜
２
０
２
０
年
４
月
30
日

※
工
事
開
始
に
伴
い
、
駐
車
場
の
変
更

な
ど
が
生
じ
ま
す
。
市
役
所
に
来
庁
す

る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
深
谷
市
出
身
で
深
谷
市
親
善
大
使
を
務
め
る
村
岡
桃
佳
さ
ん
が
平ピ

ョ
ン

昌チ
ャ
ン

パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
５
種
目
に
出
場
し
、
金
メ
ダ
ル
を
含
む
５
個
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
快
挙
に
市
内
で『
村
岡
桃
佳
後
援
会
』が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
村
岡
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　平成30年3月31日付で坂
さか

田
た

秋
あき

雄
お

氏
が退任し、平成30年4月1日付で馬

ば

場
ば

茂
しげる

氏が新団長に任命されました。
　それに伴い、4月2日に市長より両
氏に対して辞令交付を行いました。

問い合わせ
消防総務課（う571‐ 0900）

深谷市消防団
新旧団長辞令交付式を
行いました

　
深
谷
市
消
防
団
は
『
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う
郷
土

愛
の
下
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生

深谷市消防団役員の皆さん

写真前列左から　中
なか

原
はら

川本支団長、堀
ほり

江
え

花園支団長、島
しま

田
だ

副団長、馬
ば

場
ば

団長、富
とみ

田
た

副

団長、高
たか

橋
はし

深谷南支団長、柿
かき

木
ぎ

深谷北支団長、小
こ

林
ばやし

岡部支団長

中央左から　山
やま

田
だ

女性分団長、長
なが

岡
おか

第1分団長、平
ひら

井
い

第2分団長、山
やま

戸
と

第3分団長、塚
つか

越
ごし

第4分団長、中
なか

山
やま

第5分団長、木
き

村
むら

第6分団長、橋
はし

本
もと

第7分団長、倉
くら

上
かみ

第8分団長、

小
こ

暮
ぐれ

第9分団長、江
え

波
なみ

第10分団長、橋
はし

本
もと

第11分団長、関
せき

根
ね

第12分団長

後列左から　小
こ

林
ばやし

第13分団長、今
いま

井
い

第14分団長、武
たけ

政
まさ

第15分団長、尾
お

熊
ぐま

第16分団長、

滝
たき

上
がみ

第17分団長、松
まつ

本
もと

第18分団長、菅
すが

原
わら

第19分団長、齊
さい

藤
とう

第20分団長、堀
ほり

内
うち

第21

分団長、金
かね

子
こ

第22分団長、内
うち

田
だ

第23分団長、栗
くり

嶋
しま

第24分団長、野
の

辺
べ

第25分団長

し
た
時
に
は
、
直
ち
に
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、

昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲4月2日に行われた消防団長辞令交付式の様子。
写真左から馬場茂消防団長、小

こ

島
じま

進
すすむ

市長、坂田秋
雄前消防団長。

紫
綬
褒
章

　
国
の
褒
章
制
度
の
ひ
と
つ
で
毎
年
４
月
29

日
（
昭
和
の
日
）
と
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

に
、
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
発
明
・
発
見

や
、
学
術
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
分
野

に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
か
た
に
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

深
谷
市
出
身
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
応
援
！

『
村む

ら

岡お
か

桃も
も

佳か

後
援
会
』設
立
総
会
お
よ
び

記
念
講
演
会
開
催

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　深谷市出身のチェアスキーヤー。川本北小学校・川
本中学校・正智深谷高校を卒業し、大学進学。ソチパ
ラリンピックでは5位入賞、その後の世界大会でも上
位の成績を収めました。
　平成30年3月に韓国の平昌で開催された平昌パラ
リンピックでは、金メダル1個を含む5個のメダルを
獲得しました。1大会で5個のメダル獲得は、冬季日
本人選手では最多の獲得数になります。

日程 種目 タイム 順位

3月10日 滑降 1分34秒75 銀メダル

3月11日 スーパー
大回転 1分36秒10 銅メダル

3月13日 スーパー
複合

2分30秒25
（2回合計タイム） 銅メダル

3月14日 大回転 2分26秒53
（2回合計タイム） 金メダル

3月18日 回転 2分  1秒19
（2回合計タイム） 銀メダル

平昌パラリンピック競技結果 カテゴリー＝座位

▼村岡桃佳選手プロフィール

▲アルペンスキー女子大回転座位の表彰式で、金メダル
を手に笑顔の村岡桃佳選手＝3月15日、韓国・平昌（時事）
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TOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします深谷市長

小島　進

みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

Ａ

対
象

▪
申
込
時
お
よ
び
借
入
時
の
年
齢
が
20

歳
以
上
、
完
済
時
年
齢
が
75
歳
以
下
の

か
た

▪
当
該
物
件
が
申
込
本
人
ま
た
は
同
居

の
配
偶
者
、
親
ま
た
は
子
の
所
有
物
件

で
あ
る
こ
と

▪
当
該
物
件
が
深
谷
市
内
に
所
在
す
る

こ
と
　
な
ど

対
象
工
事

▪
空
き
家
を
賃
貸
す
る
た
め
の
改
築
・

改
装
費
用

▪
空
き
家
解
体
に
か
か
る
費
用

▪
空
き
家
解
体
後
の
駐
車
場
な
ど
の
造

成
に
か
か
る
費
用
や
、
土
地
の
有
効
活

用
に
か
か
る
各
種
設
備
費
用

▪
空
き
家
の
防
災
・
防
犯
上
の
設
備
対

策
資
金

※
事
業
性
お
よ
び
転
売
目
的
の
利
用
は

除
く

融
資
限
度
額
　
10
万
円
以
上
５
０
０
万

円
以
内

融
資
期
間
　
６
カ
月
以
上
10
年
以
内

融
資
利
率
（
変
動
金
利
型
）

▪
店
頭
表
示
金

利
よ
り
０・
２

％
の
優
遇

返
済
方
法

▪
毎ま

い

月つ
き

元が
ん

利り

均き
ん

等と
う

返へ
ん

済さ
い

▪
毎
月
元
利

均
等
返
済
と

ボ
ー
ナ
ス
返

済
の
併
用

※
詳
し
く
は

埼
玉
縣
信
用

金
庫
深
谷
支
店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問い合わせ
警防課（う571‐0914）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
熊
谷
年
金
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
５
０
１
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
１
）

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
お

よ
び
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
、
保
険
料

納
付
実
績
な
ど
を
記
載
し
た
『
ね
ん
き

ん
定
期
便
』
を
毎
年
誕
生
月
に
送
付
し

て
い
ま
す
。『
ね
ん
き
ん
定
期
便
』
が

届
い
た
際
に
は
、
加
入
記
録
・
記
載
内

容
を
確
認
し
、訂
正
が
あ
る
場
合
に
は
、

同
封
の
『
年
金
加
入
記
録
回
答
票
』
で

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
の
記
載
内
容

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
・
納
付

済
み
月
数
な
ど
）　
②
加
入
実
績
に
応

じ
た
年
金
見
込
み
額
　
③
年
金
保
険
料

納
付
額
　
④
直
近
１
年
分
の
月
別
保
険

料
納
付
状
況
（
35
・
45
・
59
歳
の
か
た

に
は
、
全
て
の
期
間
の
納
付
状
況
）

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

う
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５
、
Ｉア

イ

Ｐピ
ー

電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
う
０
３
‐

６
７
０
０
‐
１
１
４
４

　
平
成
30
年
度
は
、
国
民
年
金
（
基
礎

年
金
）
は
据
え
置
き
に
な
り
ま
す
。

平成30年度 年金額
老齢基礎年金
（満額） 779,300円

障害基礎年金
（1級） 974,125円

（2級） 779,300円

遺族基礎年金
（子1人） 1,003,600円

（基本） （779,300円）

（加算） （224,300円）

老齢福祉年金 399,300円

　
公
的
年
金
制
度
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
年
金
の
実
質
価
値
を
守
る
た
め
、
物

価
の
変
動
に
応
じ
て
年
金
額
も
改
定
さ

れ
ま
す
。

　
年
金
額
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、

熊
谷
年
金
事
務
所
、

ま
た
は
、
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
う

０
５
７
０
‐
０
５

‐
１
１
６
５
、
Ｉア

イ

Ｐピ
ー

電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
は
う
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５
）

へ

『
空
き
家
活
用
ロ
ー
ン
』を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
埼
玉
縣
信
用
金
庫
（
う
５
７
１
‐
４
１
７
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

Ｑ

不
登
校
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み

　

市
内
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
・
生

徒
の
割
合
が
、平
成
23
年
度
の
２
・
４
％

か
ら
半
減
し
、平
成
28
年
度
は
１
・
２
％

と
な
り
大
き
な
改
善
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
不
登
校
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景

や
理
由
が
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に

は
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
対
応
や
未
然
防
止
、
早
期
対

応
の
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
特
に
、
小
学
校
６
年
生
か
ら

中
学
校
１
年
生
の
間
で
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
が
急
増
す
る
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。い
わ
ゆ
る『
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
』
へ
の
し
っ
か
り
し
た
対
応
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

深
谷
市
教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
訪

問
の
実
施
や
相
談
体
制
の
充
実
、
専
門

的
知
識
と
経
験
を
有
す
る
職
員
の
配

置
、
市
や
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
不
登
校
対

策
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
市

立
教
育
研
究
所
で
は
、
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
を
対
象
と
し
て
平
日
の
昼
間

に
『
い
き
い
き
教
室
』
を
開
催
し
、
多

く
の
児
童
・
生
徒
を
学
校
復
帰
へ
と
導

く
な
ど
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
減
少

に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
県
内
初
、
全
国
的
に
も
珍

し
い
取
り
組
み
と
し
て
『
い
き
い
き
教

室
』
の
夜
間
部
を
開
設
し
、
昼
間
何
ら

か
の
事
情
で
学
校
に
通
え
な
い
児
童
・

生
徒
の
学
習
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

今
、
私
は
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
時

間
に
合
わ
せ
て
市
内
の
小
中
学
校
を
訪

問
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
「
お

は
よ
う
」
と
声
を
掛
け
る
と
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
、「
今
日
も

頑
張
る
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
宝
で
あ
り

社
会
の
宝
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
不
登

校
対
策
の
充
実
を
図
り
、『
不
登
校
ゼ

ロ
』
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

深谷市では救急車が通報から現
場に到着するまで、どのくらい
の時間がかかっていますか。

深谷市の平均所要時間は8.2
分です（平成28年度の数値）。

　全国平均は8.5分、埼玉県平均は
8.4分です。
　皆さんも車両を運転中、緊急車両
が通過するときは、交差点を避け道
路脇に停止するなど、緊急車両のス
ムーズな走行にご協力をお願いしま
す。

川本中学校2年（現3年）　清
し

水
み ず

麻
ま

由
ゆ

 さん

目標であり親友でもある君へ

最優秀賞
中学生の部

　幼稚園から友達で今年は、もう十一年目だね。昔

からよく声をかけてくれて元気をもらいました。そ

んな君は私にとって憧れです。ずっと追いかけて追

いかけて、でも追いつくことはできないのです。い

つも代表に選ばれて見上げるほどの高い存在だけ

ど、たわいのない話で盛り上がる時は、すぐ隣で一

緒に笑ってくれる。いつか別々の道を歩むときが来

るけれど、君と過ごせた日々を思いうかべて前進し

ます。今までありがとう。そして、これからもよろ

しくね。

　
市
と
埼
玉
縣
信
用
金
庫
は
、相
互
連
携
と
協
働
に
よ
る
活
動
を
推
進
し
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
地
域
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、『
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協

定
』
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
空
き
家
の
活
用
を
目
的
と
し
た

改
装
・
改
築
資
金
、
空
き
家
解
体
資
金
な
ど
に
利
用
で
き
る
『
さ
い
し
ん
空
き
家
活

用
ロ
ー
ン
』
の
融
資
利
率
が
通
常
よ
り
優
遇
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
　
国
民
年
金 

年
金
額

誕
生
月
に
『
ね
ん
き
ん
定
期
便
』
を

送
付
し
て
い
ま
す

【
い
き
い
き
教
室
】
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
長
期
間
学
校
を
欠
席
し
て
い
る
市
内
の
小
・
中
学
生
が
通
級
し
、
個

別
的
な
支
援
を
受
け
て
再
び
登
校
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
の
教
室
。


